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Nwes Clip日本製鉄グループの動き

「
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

優
良
企
業
選
定
」第
1
位
を
受
賞

防
波
堤
補
強
工
事
で
の

カ
ル
シ
ア
改
質
土
の
活
用
に
つ
い
て

日
本
製
鉄
は
、（
公
社
）日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
が
実
施
す
る
2
0
2
0
年
度「
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
優
良
企
業
選
定
」の
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
部
門
で
第

1
位
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
選
定
の
評
価
基
準
は
、
①
経
営
陣
の
I
R
姿
勢
、
I
R
部
門
の
機
能
、
I
R
の
基
本
ス

タ
ン
ス
、
②
説
明
会
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
説
明
資
料
な
ど
に
お
け
る
開
示
、
③
フ
ェ
ア
・
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
、
④
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
連
す
る
情
報
の
開
示
、
⑤
各
業
種

の
状
況
に
即
し
た
自
主
的
な
情
報
開
示
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
昨
年
度
に
比
べ
、

全
評
価
基
準
で
得
点
率
が
改
善
。「
経

営
陣
の
I
R
姿
勢
」で
は
、
経
営
ト
ッ

プ
に
よ
る
市
場
へ
の
発
信
が
本
格
化

し
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

が
ク
リ
ア
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
は
、
10
月
6
日
に
2
0
2
0
年
度
版
の「
統
合
報
告
書
」お
よ
び

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
」を
発
行
し
ま
し
た
。
下
記
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
上
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局

函
館
開
発
建
設
部
が
2
0
1
9

年
度
か
ら
発
注
し
て
い
る
函
館

港
の
西
防
波
堤
補
強
工
事
に
お

い
て
、
日
本
製
鉄
の
鉄
鋼
ス
ラ

グ
製
品「
カ
ル
シ
ア
改
質
材（
※
）」

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
共

工
事
向
け
と
し
て
は
過
去
最
大
、

北
海
道
開
発
局
の
直
轄
工
事
で

活
用
さ
れ
る
の
は
初
の
案
件
に

な
り
ま
す
。

西
防
波
堤
補
強
工
事
は
、
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
対
応
の
た
め

函
館
港
の
若
松
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
で
発
生
し
た

浚
渫
土
に
カ
ル
シ
ア
改
質
材
を

混
合
し
て
、
西
防
波
堤
の
背
後

に
盛
土
を
設
け
て
補
強
す
る
も

の
で
す
。

日
本
製
鉄
で
は
、
軟
弱
浚
渫

土
の
活
用
ニ
ー
ズ
に
よ
り
カ
ル
シ

ア
改
質
土
が
埋
立
工
事
用
材
料
、

深
掘
れ
窪
地
の
埋
戻
材
料
、
浅

場
・
干
潟
の
造
成
材
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
鉄

鋼
ス
ラ
グ
の
活
用
が
よ
り
一
層
広

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※ カルシア改質材：製鉄の製鋼工程で副次的に生成される製鋼スラグを原料とし、成分管理と粒度調整を施した軟弱浚渫土改質材。

2
0
2
0
年
度
版 

統
合
報
告
書
・

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
を
発
行

▼統合報告書のダウンロード
https://www.nipponsteel.com/ir/library/annual_report.html
▼サステナビリティレポートのダウンロード
https://www.nipponsteel.com/csr/report/
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広報誌バックナンバー
これまで鉄道、船、橋、缶、車などをテーマに特集を組んできました。QRコードを読み取ることで、バックナンバーをご覧いただけます。

https://www.nipponsteel.com/company/publications/quarterly-nipponsteel/index.html

なお、定期送付ご希望の方は下記アドレスよりお申し込みください。

ブ
リ
キ
製
品
に
お
け
る

「
エ
コ
リ
ー
フ
」環
境
ラ
ベ
ル
の
取
得

「
関
東
の
駅
１
０
０
選
」に
も
選
ば
れ
江
ノ
島

観
光
の
窓
口
で
も
あ
る
小
田
急
電
鉄
片
瀬
江
ノ

島
駅
の
新
駅
舎
の
屋
根
に
、
日
本
製
鉄
の
意
匠

性
チ
タ
ンT

ranT
ixxii（

ト
ラ
ン
テ
ィ
ク
シ
ー
）

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
施
工
面
積
は
、
７
８
５

平
方
メ
ー
ト
ル（
チ
タ
ン
使
用
量
：
約
3
・
5
ト

ン
）。
屋
根
葺
き
素
材
と
し
て
、
発
色
と
ブ
ラ
ス

ト
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
伝
統
建
築
で
多
用

さ
れ
る
緑
青
色
を
日
本
製
鉄
の
独
自
技
術
で
表

現
し
て
い
ま
す
。
棟
な
ど
に
は
日
本
製
鉄
の
特

許
技
術
で
あ
るIon Plating Gold

チ
タ
ン
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
採
用
規
模
は
過
去
最

大
で
す
。

今
回
の
改
修
工
事
は
神
社
仏
閣
に
用
い
ら
れ

る「
竜
宮
造
り
」で
、
木
造
の
軒
と
入
母
屋
の
屋

根
が
特
徴
の
本
格
的
な
伝
統
建
築
技
法
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
の
新
商
品「
F
e
L
u
c
e

（
フ
ェ
ル
ー
チ
ェ
）」（
ヘ
ア
ラ
イ
ン
調
電
気

め
っ
き
鋼
板
）が
、（
公
財
）日
本
デ
ザ
イ
ン

振
興
会
が
主
催
す
る
2
0
2
0
年
度
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞（
※
）を
受
賞
し
ま
し
た
。
日

本
製
鉄
の
薄
板
製
品
と
し
て
は
初
受
賞
と

な
り
ま
す
。

「
F
e
L
u
c
e
」は
、
防
錆
性
能
を
担

保
す
る
た
め
に
施
さ
れ
る
め
っ
き
層
自
体

に
意
匠
性
を
付
与
す
る
製
法
に
よ
り
生
ま

れ
た
新
鋼
板
で
す
。
金
属
本
来
の
素
材
感

を
活
か
す
シ
ン
プ
ル
な「
も
の
づ
く
り
」に

挑
戦
す
る
こ
と
で
、
金
属
素
材
本
来
が
持

つ
美
し
さ
と
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
要
求
さ
れ

る
機
能
性
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、
エ
コ

で
無
駄
の
な
い
商
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
が
販
売
す
る
ブ
リ
キ
、
テ
ィ
ン
フ

リ
ー
ス
チ
ー
ル
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
鋼
板
の
3
製
品

が「
エ
コ
リ
ー
フ
」環
境
ラ
ベ
ル（
※
）の
認
証
を

取
得
し
ま
し
た
。
ス
チ
ー
ル
缶
の
飲
料
容
器
、

缶
詰
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
極
薄
系
の
ス
チ
ー
ル

素
材
の
認
証
取
得
は
国
内
初
と
な
り
ま
す
。

素
材
と
し
て
、
使
用
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
効
果

を
含
め
て
環
境
へ
の
貢
献
度
を
算
出
で
き
る
規

格
は
他
素
材
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、ス
チ
ー

ル
素
材
は「
つ
く
る
」段
階
の
環
境
負
荷
が
小

さ
い
上
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

他
素
材
に
比
べ
て
ス
チ
ー
ル
容
器
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
で
の
C
O
2

排
出
量
は
低
い
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る

海
洋
汚
染
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
処
理
能
力
不

足
・
不
法
輸
出
・
投
棄
と
い
っ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
が
深
刻
化
し
、
世
界
的
な
地
球
環
境

問
題
へ
の
関
心
は
気
候
変
動
問
題
と
と
も
に
さ

ら
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
環
境
性
能
に
優

れ
た
ス
チ
ー
ル
缶
に
包
装
さ
れ
た
食
品
や
飲
み

物
な
ど
を
選
択
す
る
こ
と
が
、
環
境
問
題
に

対
す
る
消
費
者
が
取
る
べ
き
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

と
な
り
得
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
消
費
者
の
方
々
に
改
め
て

認
識
い
た
だ
く
た
め
の
1
つ

の
手
段
と
し
て
、
ブ
リ
キ
製

品
の「
エ
コ
リ
ー
フ
」環
境
ラ

ベ
ル
を
活
用
し
、
持
続
可
能

な
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
べ

く
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
や
社
会
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
活
動
で
、

1
9
5
7
年
の
開
始
以
来
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の「
G
マ
ー
ク
」

と
と
も
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「FeLuce®」が2020年度
グッドデザイン賞を受賞

小田急電鉄 片瀬江ノ島駅外観
写真提供：元旦ビューティ工業（株）

※ エコリーフ環境ラベル：資源採取から製造、物流、使用、廃棄・リサイクルまでの製品の LCA（ライフサイクルアセスメント）に資す
る定量的な環境情報を開示する認証制度。 ISO14025規格で規定されているタイプⅢの環境ラベルは EPD（Environmental Product 
Declaration）と言われ、定量的環境データを第三者機関が認証して開示することで製品の環境負荷を客観的に評価できるものであり、エコリー
フはこのタイプの環境ラベル。日本では（一社）サステナブル経営推進機構（ SuMPO）が「エコリーフ環境ラベルプログラム」として運営。

小田急電鉄片瀬江ノ島駅の新駅舎屋根瓦に
TranTixxii®採用
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